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若葉のしらべ 

学校教育目標：「心豊かで  主体的に学ぶ子どもの育成」 

めざす子ども：はつらつとした笑顔とあいさつ       やり抜く粘り強さとあたたかい心        まわりの人と考え合い高め合う 

ひとも自分も大切にする          がっこう・友だち・地域もだいすき       しゃかいで生きる力を伸ばす わかばっ子 

 

 
「子どもの背中を押す言葉がけ」 

校長   安 岡  寛 
 

  
 

２０２３年３月２２日。ＷＢＣの日本対アメリカの決勝戦を前に、大谷翔平選手がチームメートに対してかけた言

葉です。「憧れるのをやめましょう」というフレーズを覚えている方も多いのではないでしょうか。 

まず、大谷選手は、「憧れるのをやめましょう。」と言いながら、侍ジャパンの選手たちがアメリカチームのメジャー

リーガーに憧れの気持ちがあることを受け入れています。 

そして、彼が一番言いたかったのは、「勝つことだけを考える」ことだったそうです。 

「今日の試合は負けられません。」と言えば、「負ける」というネガティブワードから、負けることを想像させてし

まいます。また、「絶対に勝ちましょう。」と言っても、真剣勝負の決勝戦。勝つか負けるかは、やってみないことには

わかりません。 

でも「勝つことだけを考える」のは、全員ができること。してほしいことを伝えているのです。 

そして、最後は全員の気持ちを鼓舞するように「さぁ、いこう！」という言葉で締めくくっています。 

たった５文字で、選手たちは力強く背中を押されたんだろうと想像することができます。 

 

大事な本番を前に、お子さんにどんな言葉をかければ心に響くのか。お子さんのやる気に火をつけるのか。 

それは一人ひとり異なります。 

そして、お子さんに響く言葉を一番知っておられるのは、保護者の皆さんなのです。 

「さぁ、元気を出してがんばっておいで。」と力強い言葉をかける「激励系の背中の一押し」なのか、「ずっと見

ているから大丈夫だよ。」と、優しく言葉をかける「見守り系の背中の一押し」なのか。 

 

お子さんの性格やそのときの状況に合わせて、一人ひとりにピッタリな、背中を押す言葉をかけてあげてください。 

 僕から１個だけ。憧れるのをやめましょう。 

 ファーストにゴールド シュミットがいたりとか。センターを見ればマイク トラウトも

いるし。外野にはムーキー ベッツがいたりとか。野球をやっていれば、誰しもが聞いたこ

とのある選手たちがいると思うんですけど。 

 今日一日だけは、やっぱ憧れてしまったらね、やっぱ超えられないんで。 

 僕らは今日、超えるために、トップになるために来たので。 

 今日一日だけは、彼らへの憧れを捨てて、 

 勝つことだけを考えていきましょう。 

 さぁ、いこう！ 



２月の主な予定  

 

日 月 火 水 木 金 土 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  １  

２  ３ 

委員会⑥ 

  

４ 

６年薬物乱用教室③ 

２年副籍交流予備日 

（さわ東ﾀｲﾑ～③） 

５年野菜を食べよう

給食 

５ 

 

 

６ 

交流指導  

７ 

ハンカチ 

歯みがきの日 

 

 

８ 

９  1０ 

クラブ⑥（最終） 

1１ 

建国記念の日 

 

1２ 

 

 

1３ 

交流指導 

なかよしタイム② 

さわ東 

１４ 

わかば相談  

１５ 

 

 

１６ １７ 

特別日課５校時授業 

１４：３５下校 

人権の日 

（さわ東ﾀｲﾑ） 

１８ 

命の学習 

２年①②⑤ ６年③④  

１９ 

３年校外学習 

(歴史民俗博物館 

・栗東市図書館) 

 

2０ 

交流指導 

  

２１ 2２  

2３ 

天皇 

誕生日 

 

２４ 

振替休日 

 

 

２５ 

バトンをつなぐ週間 

        （～２８日） 

  

２６ 

諸費振替日 

セレクト給食  

2７ 

交流指導 

 

２８ 

今まで 

ありがとう集会②③ 

学校協議会②～④ 

３/１ 

 
 

 

〇避難訓練を行いました〇 

１月１６日（木）さわ東タイムに、避難訓練を行いました。今回は、地震が発生後に家庭科室から出火

したという想定で避難しました。子どもたちは、教室で地震発生の放送後に自分の身を守る行動をし、 

                その後の火事が起こった放送を聞いて、運動場へ避難しました。 

                担任の先生の指示を聞いて素早く行動することができました。 

校長先生から、「避難訓練は『どうしよう』を『こうしたらいい』 

に進化させる力があること」、「そのために訓練することが大切」と 

いうことについて話がありました。 

  家で地震が起こったら…、帰って遊んでいる公園で地震が起こっ 

たら…など、ほかにも「どうしよう」という場面がありますが、ご 

家庭で「こうしたらいい」について相談していただければ幸いです。 

                

 

今年度中（３月まで）に転居予定のある方は、来年度の学級数に関わりますので、で 
きるだけ早く担任へ連絡してください。決定していなくても、予定の情報でも結構です。
どうぞよろしくお願いします。 

 

 


